
①溶鑛壇（600トン
！24時間）　のHl銑ロカ、

ら湯出しをしている欺

況．左隅に四つばかり

見えるせき（Zキンマ
＿）があけられて．いる．

右中央部に見えるせき
はxラ・tグを流しillす

ために開放されている．

②これは1400°C程
の溶鋭が樋から鍋〔20
トン〕にそそぎこまれ，

る有様を，降りそそぐ
火花をおかして撮影し
たもの．この鍋は峯車
tcのつていて，機關車

で引張られて行く・

③溶銑鍋はこのよう
Kして約1．5km運搬
される．溶銑の表面に

は冷却防止のためコー
クス粉を散布してある．

④　運ばれた鍋をいま
クレーンでつ1）．Lげて，

中の溶釧．を李塘州ミク

サー（55〔〕トン）にあ

けているところ．この
作業の前に表而のスラ
T．・グがかきだされる．
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③ローラー・コンベア

　簡軍で，廉贋で，仁頼度の高い

　重力利用のコンベアで，・〉後大

　いに活用を願いたいものである

　工鶏内の荷役作業1ま取扱材糾にょって大いに異なる。

全産業の扱う貨物の中55％以上を占めている散積材料

は種類こそ少いが，販扱量が大きいのでどうしても機械

設備による荷役以外に企業はなり立たない・一方憂除の

個別貨物は種類は多いが量は少いので，一般の工場では

12、スパイラルシユート
　」玩艦イヒさ　tLた．薯：揚の目こ

　閥浬搬に便利な亀ので，

　滑e角凌を適富に選べ

　ぱ荷傷みの心配はない，

⑤　ボータプル・ベルトコンベア

　幅500mm長さ10m，軍燭

　④　口唱プ・ウエイ

　　原糀錫唖隔の場所にあると9は，コ揚内においても糊のような。一プウ

　　zdを1’M］　“ることがある・バケツ榔は1t，運搬能力は100tlh・である，
ルスラ’；t　｝’＝・一’ア1・°／e－k一翻　　1・2スラット・＝）ベアのntrg部｝二

牒で」・ペア磁2」Omm’m・〉　　　ゴ州らモーター・凋蝦駄，兄

某モー〃一製作工場における模範

的なコンベア・シ7・7ムによる流

れ作業の瓶況である．機械加］：は

大帽豊ロット・システムによつてい

るが・組立作業，試瞼作業，塗装作

業および荷渣襲途作Rはすべてス

フツト゜コンベアのilで行われそ

の効果は．仁文記戴のように500％

の檜産というすばらしさである．
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とかく荷役作業は搬械化されず人力による場合が多い．

これはもちろん，作業分析によつて荷役費の原債計算を

しなければなんともいえないが，一般に荷役作業を機械

化することて企業の鯉費を非徽に減らすことがてきる、

以下工場内で利用される各種の簡易荷役機械を紹介する．

⑨IOOO　kgパツテリー・フオークリ7ト

　バツアリー・カーの憂形の一つで，パレット〔荷壷）

　を利用することにより荷役作業は著しく合理化される．

⑬　廻韓試験を絡λて塗裟乾燥工程中のモーター

⑩2000　Lbsガンリン・フオークリフト

　モーターの代りにガソリン・＝ンジVを利用したもので，

　充電の手数が省け使翔場所によつては非常に便利である．

週）　完成し九モーPt一はローラー・nンペア上で包装され，　Xラツト・

　コンペアヒで梱包のヒ磯遙され凸（コンベア速度600mm／mn）



マストクレーンに

よる石炭の沖荷役

E：松港のコーtlホ

イストてi一乎郎iにあ

る額炭運搬車｛七

ム車）をつぎつぎ

につりあげるもの．

解　貌　・　富　眞

若松の港藤の．桝是橋とλパン100m

におよ．Fトランスポーターブリッジ

＝木五＝郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石炭を船に積込む方法には色々ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1圖は沖に碇泊した本andi：，マス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トケレーンを使つて艀から積込んでい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るところ，沖仲仕活躍の舞垂といえる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2圃前景に見える高架桟橋の下に
桟橋間定シュートからの石炭fA’its・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固定シ；・．－1・を1没けてその上に」Lめた
岸壁水深3mで機帆船專用である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石炭運搬車の底をあければ第3圖のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに1豪分15tのti炭が2分間位で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機帆㍊｝に積込まれる．高架桟橋の背後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は貯炭場になつており，ここではトラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン7．ボーV－・ブリ・・ジが左右に動く、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箪41屍11まイi炭運搬車n’F一を桟番喬［：「こ胡1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上げる代りに1毫ずつシ．一・一トを持つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た」弘レベー撰一にのせてつり上けてか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら礒込む施設，荷役能力は1時間當0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　180tで機帆艦が封象となつている．

　　　　　　　　　　　　　　　戸畑港新川のドルγイ　　小樽港で活躍する蓮

　　　　　　　　　　　　　　　　ζ，叢；議誌t轍薪磁∫

　第5圖は接岸したllくgnに債込む施設の1例で，石炭は

右側の貯炭場を跨ぐトランスボーター・ブリヅジからつ

ぎっぎと績くベルトコンベアを通つて腕を差し．のべてい

る積込機を終て船胎に淫する．荷役能力は1時間280t．

　第6圖は底をあけることができない．汗通の貴卓で運ん

できた石炭を流Lだすために車査雌を軸倒させる装置で

ベルトコンベアその他と組合せて石炭の輯込に利用する．

　石炭積込施設のほかに陸揚げを虫とする施設もあり麦

紙腐眞や本丈24頁のカツ1・Xは第1翻はその例である．
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